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資料－4 兵庫県及び市町相互間の災害時応援協定 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第 67 条第１項及び第 68 条第

1 項の規定に基づき、県内で災害が発生し、被災した市町のみでは十分な対策を講じることが

できない場合に、兵庫県（以下「県」という。）及び県内市町による応援活動を迅速かつ円滑に

実施するため、必要な事項を定めるものとする。 

（応援の内容） 

第２条 応援の内容は次のとおりとする。 

(1) 応急対策及び応急復旧に必要な資機材、物資及び施設のあっせん又は提供 

(2) 応急対策及び応急復旧に必要な職員の派遣 

(3) 被災者の受入れ 

(4) 前各号に掲げるもののほか、特に要請のあった事項 

（応援の要請） 

第３条 応援を受けようとする被災市町（以下「被応援市町」という。）は、次の事項を可能な限

り明らかにして、県に対し文書により要請するものとする。ただし、文書により要請するいと

まのない場合は、電話、ファクシミリ又は兵庫県災害対応総合情報ネットワークシステム等に

より応援の要請を行い、後に文書を速やかに提出するものとする。 

(1) 被害の状況 

(2) 前条第１号に掲げる事項の応援を要請する場合にあっては、物資等の品名、数量等 

(3) 前条第２号に掲げる事項の応援を要請する場合にあっては、職員の職種及び人員 

(4) 応援の場所及びその場所への経路 

(5) 応援を必要とする期間 

(6) 前各号に掲げるもののほか必要な事項 

２ 県は、前項の要請を受けたときは、速やかに、応援可能な市町と調整を行ったうえ、県の応援

も含めた応援計画を作成し、被応援市町に、応援計画を通知するものとする。 

３ 県及び応援を行う市町（以下「応援市町」という。）は、最大限その責務を果たすよう努める

ものとする。 

４ 第１項による要請をもって、被応援市町から各応援市町に対しての応援の要請があったものと

みなす。 

（市町を指定した応援要請） 

第４条 被応援市町は、あらかじめ指定した県内の市町（以下「応援指定市町」という。）に、応

援を要請することができる。 

２ 前項に規定する応援については、前２条の規定を準用する。 

３ 県は、応援指定市町に対し、応援要請内容を伝えるとともに、協力を要請するものとする。 

４ 被応援市町は、特に緊急を要する場合、応援指定市町に直接要請することができる、なお、こ

の場合において、被応援市町は事後必ず県にその旨連絡するものとする。 

（自主応援） 

第５条 県及び市町は、激甚な災害が発生し、通信の途絶等により被災市町と連絡が取れない場合

に、自主的な情報収集活動等に基づき、応援の必要があると判断したときは、第３条又は第４

条による被災市町からの応援要請を待たずに、この協定に定めるところにより応援を行うこと

ができる。 

２ 前項の場合、第３条第１項の応援の要請があったものとみなす。 

（経費の負担） 

第６条 県又は市町が前３条の規定に基づく応援に要した経費は、原則として被応援市町の負担と
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する。 

２ 被応援市町において費用を支弁するいとまがない場合等やむを得ない事情があるときには、応

援を行った県又は応援市町は、当該費用を一時繰替支弁するものとする。 

３ 前２項に定めるもののほか経費負担等に関し必要な事項は、別に定める。 

（他の協定との関係） 

第７条 この協定は、県又は市町が締結する災害時の応援に係る他の協定を妨げるものではない。 

（平時の活動） 

第８条 県及び市町は、この協定に基づく応援が円滑に行われるよう、平時から次の事項を実施す

るよう努めるものとする。 

(1) 地域防災計画その他必要な資料の提供 

(2) 県と市町との連絡会等の開催 

(3) その他必要な事項 

（補則） 

第９条 この協定に関し必要な事項については、県及び県内市町が協議の上､別に定めるものとす

る。 

２ この協定に定めのない事項及び疑義が生じた事項については、その都度協議して定めるものと

する。 

 

附 則 

この協定は、平 18年 11月 1日から施行する。 

この協定の締結を証するため、本協定書 3通を作成し、兵庫県知事及び各市町長が記名押印の

上、兵庫県知事、兵庫県市長会会長及び兵庫県町村会会長が各 1通を保有し、他の市町長はその

写しを保有する。 

 

平成 18年 11月 1日 

兵庫県 兵庫県知事    井 戸 敏 三 

神戸市 神戸市長     矢 田 立 郎 

姫路市 姫路市長     石 見 利 勝 

尼崎市 尼崎市長     白 井 文 

明石市 明石市長     北 口 寛 人 

西宮市 西宮市長     山 田 知  

洲本市 洲本市長     柳 実 郎 

芦屋市 芦屋市長     山 中 健 

伊丹市 伊丹市長     藤 原 保 幸 

相生市 相生市長     谷 口 芳 紀 

豊岡市 豊岡市長     中 貝 宗 治 

加古川市 加古川市長   樽 本 庄 一 

たつの市 たつの市長   西 田 正 則 

赤穂市 赤穂市長     豆 田 正 明 

西脇市 西脇市長     來 住 壽 一 

宝塚市 宝塚市長     阪 上 善 秀 

三木市 三木市長     籔 本 吉 秀 

高砂市 高砂市長     岡 恒 雄 

川西市 川西市長     大塩 民 生 

小野市 小野市長     蓬 莱 務 
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三田市 三田市長     岡 田 義 弘 

加西市 加西市長     中 川 暢 三 

篠山市 篠山市長     瀬 戸 亀 男 

養父市 養父市長     梅 谷 馨 

丹波市 丹波市長     辻 重 五 郎 

南あわじ市 南あわじ市長 中 田 勝 久 

朝来市 朝来市長     井上 英 俊 

淡路市 淡路市長     長 門 康 彦 

宍粟市 宍粟市長     白 谷 敏 明 

加東市 加東市長     山 本 廣 一 

猪名川町 猪名川町長   真 田 保 男 

多可町 多可町長     戸 田 善 規 

稲美町 稲美町長     古 谷 博 

播磨町 播磨町長     清 水 ひろ子 

神河町 神河町長     足 立 理 秋 

市川町 市川町長     尾 﨑 光 雄 

福崎町 福崎町長     嶋 田 正 義 

太子町 太子町長     首 藤 正 弘 

上郡町 上郡町長     安 則 眞 一 

佐用町 佐用町長     庵 逧 典 章 

香美町 香美町長     藤 原 久 嗣 

新温泉町 新温泉町長   馬 場 雅 人 

 

 

 

 

 

 

 

＜別紙＞ 応援要請の手続き 

１ 通常（応援要請先を特定せずに要請する場合）の応援要請（協定第３条関係） 

① 被応援市町は、自地域を管轄する兵庫県災害対策地方本部（以下「地方本部」という。）に

応援要請する。 

② 被応援市町から応援要請を受けた地方本部は、兵庫県災害対策本部（以下「県本部」という。）

に連絡するものとする。 

③ 県本部では、県の応援能力を整理するとともに、各県民局単位で応援の割り振り等の応援計

画原案を作成する。 

④ 県本部は、応援計画原案に基づき、被災地域外の県民局を通じ、被災地域外の市町に、応援

の実施について要請・調整する。 

⑤ 被災地域外の県民局は、地域内の市町の対応をとりまとめ、県本部に報告する。 

⑥ 県本部は、応援の内容を最終的に定め、応援計画を作成する。 

⑦ 県本部は、作成した応援計画を地方本部（県民局）を通じて、被応援市町に通知する。 

⑧ 応援計画に基づき、県又は応援市町がそれぞれ応援を行う。 

※１ 緊急を要するとき、連絡がつかないとき等の場合、被応援市町は県本部に、直接、応援

要請することができる。 
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２ 応援指定市町に直接要請する場合（協定第４条関係） 

① 緊急を要する場合、被応援市町は、直接、地域外の特定の市町（応援指定市町）に応援を要

請することができる。 

② 要請を受けた応援指定市町は、応援要請に対する可否を速やかに被応援市町に連絡し、応援

を実施する。 

③ 被応援市町は、応援指定市町に対し応援要請した旨を、自地域の地方本部に連絡する。 

（応援指定市町が対応できない場合は、通常の方法で要請） 

④ 要請を受けた応援指定市町は、要請を受けた旨及び要請に対する対応について、自地域を所

轄する県民局に連絡するものとする。 

⑤ ③及び④の連絡を受けた地方本部（県民局）は、県本部に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自主的情報収集による応援（協定第５条関係） 

① 被災市町と連絡がつかないなど、被害状況・応援内容が判明しないときは、地方本部は、自

主的に情報収集を行う。 

② 被災市町からの応援要請がない場合でも、自主的情報収集活動に基づき、次のとおり応援要

請することができる。 

地方本部が自主的情報収集の結果、本協定に基づく応援が必要と判断した場合は、応援要請

内容を県本部に伝達する。 

③ 県本部に伝達された後の手続きは、１③以降と同じ。 
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兵庫県及び市町相互間の災害時応援協定実施要領 

（趣旨） 

第１条 この実施要領は、「兵庫県及び市町相互間の災害時応援協定」（以下「協定」という。）の

実施に関し、必要な事項を定める。 

（連絡窓口） 

第２条 県及び市町は、応援に関する連絡調整を円滑に進めるため、連絡担当部局をあらかじめ定

めるものとする。 

２ 各市町は、前項に規定する連絡担当部局を変更したときは、速やかに県（当該市町を所轄す

る県民局）に報告するものとする。 

（情報の収集及び伝達方法） 

第３条 被災市町は、速やかに被害状況の把握に努め、災害情報の伝達を行うとともに、県及びそ

の他の市町にあっては情報収集に努めるものとする。 

２ 情報収集及び伝達は、兵庫県災害対応総合情報ネットワークシステム、電話、ファクシミリ、

衛星通信又は職員の派遣等により行うものとする。 

（応援の内容） 

第４条 協定第２条第１号から第３号までに規定する応援の内容は、次のとおりとする。 

(1) 物 資 飲料水、食糧、生活必需物資、医薬品等 

(2) 資 機 材 給水車、物資輸送車、ゴミ収集車、し尿処理車、重機、バイク、自転車、仮設ト

イレ、仮設風呂、テント、発電機等 

(3) 施 設 避難所、福祉施設、公共宿泊施設、火葬場、ゴミ焼却場等 

(4) 派遣職員 県職員、市町職員 

（応援の要請手続き） 

第５条 被応援市町は、県及び市町に対し、応援要請書(様式第１号）により応援を要請するもの

とする。 

２ 県が、被応援市町の要請に対する応援計画を定めたときは、応援計画書（様式第２号）によ

り関係市町に通知するものとする。 

３ 被応援市町に対する応援を速やかに行うため、県災害対策地方本部(県民局)は、被災市町と

県災害対策本部並びに応援市町と県災害対策本部間における応援内容の調整を行うものとする。 

４ 被災市町は、緊急を要するとき、県災害対策地方本部(県民局)に連絡がつかないとき等の場

合、県災害対策本部に、直接、応援を要請することができる。 

５ 協定第３条から第５条までの規定による応援要請の手続きは別紙のとおりとする。 

６ 応援要請の有無に関わらず応援活動を実施した県及び市町は、応援活動報告書（様式第３号）

により被応援市町に報告するものとする。 

（経費の負担） 

第６条 協定第６条に定める経費の負担については、法令その他別に定めがある場合を除くほか、

次の各号に掲げるところにより、被応援市町が負担する。 

(1) 応援職員の所属する県又は市町の旅費に関する規定による応援職員の旅費 

(2) 応援職員が応援業務に従事中、第三者に損害を与えた場合の補償費 

(3) 応援物資、資機材の購入費、運搬費及び修理代 

２ 前項第２号に定める補償費のうち、被応援市町への往復途中において第三者に損害を与えた

場合の補償費については、被応援市町と応援を行った県又は市町が協議して定める。 

３ 協定第５条の自主的な情報収集活動に要する経費は、その活動を行った県又は市町が負担す

る。 

４ 協定第６条第２項の規定により応援に要した経費を一時繰替え支弁した場合、応援を行った

県又は市町は、当該経費の額を県知事又は市町の長名による請求書により関係書類を添付のう
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え、被応援市町に請求するものとする。 

５ 前各項により難い場合については、被応援市町と応援を行った県又は市町がその都度協議し

て定めるものとする。 

 

附 則 

この実施要領は、平成 18 年 11 月１日から適用する。 
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(様式１号)                            第        号 

平成  年  月  日 

 

 

                  

 

 

 

（要請市町長名）              

 

応  援  要  請  書 

 

 

 兵庫県及び市町相互間の災害時応援協定に基づき、下記のとおり応援を要請します。 

 

記 

 

１ 応援を要請する理由（被害の状況等） 

 

 

 

 

 

２ 応援項目 

 （１） 物品等の品目・数量 

 

 

 

 （２） 職員の職種及び人員 

 

 

 

３ 添付書類 

 

 

 

４ 連絡先 

担当課・係名 

担当者 主担当              副担当                

電話番号 NTT               衛星通信               

FAX番号 NTT               衛星通信               
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(様式２号)                            第        号 

平成  年  月  日 

 

 

                  

 

 

 

兵 庫 県 知 事    井 戸 敏 三   

 

応  援  計  画  書 

 

 

 兵庫県及び市町相互間の災害時応援協定に基づき、別紙のとおり応援計画書を作成したので 

通知します。 

 

記 

 

１ 応援市町村及び応援要請理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 添付書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 連絡先 

担当課・係名 

担当者 主担当              副担当                

電話番号 NTT               衛星通信               

FAX番号 NTT               衛星通信               
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(様式３号)                            第        号 

平成  年  月  日 

 

 

（被応援市長長名）           

 

 

 

（応援市町長名）              

 

応  援  活  動  報  告  書 

 

 

 兵庫県及び市町相互間の災害時応援協定に基づき、下記のとおり応援活動を報告します。 

 

記 

 

１ 要請受理日時または災害認知日時 

 

 

２ 応援活動場所 

 

 

３ 応援活動期間 

 

 

４ 応援活動組織等（指揮者・人員・車両等） 

 

 

５ 応援活動の内容 

 

 

６ 使用器材及び消費物品等 

 

 

７ その他参考事項 

 

 

４ 連絡先 

担当課・係名 

担当者 主担当              副担当                

電話番号 NTT               衛星通信               

FAX番号 NTT               衛星通信               

 




